
第第
8
1

8
1
号号

令
和
６
年
1
1
月
１
日

令
和
６
年
1
1
月
１
日

も
く

じ
も

く
じ

　
 ２

　
9

月
定

例
会

概
要

・
議

案
審

議
質

疑
　

 ２
　

9
月

定
例

会
概

要
・

議
案

審
議

質
疑

　
 ５

　
一

般
質

問
　

 ５
　

一
般

質
問

　
1

0
　

決
算

特
別

委
員

会
　

1
0

　
決

算
特

別
委

員
会

　
1

5
　

常
任

委
員

会
等

の
活

動
報

告
ほ

か
　

1
5

　
常

任
委

員
会

等
の

活
動

報
告

ほ
か

　
1

6
　

ち
ょ

っ
と

一
言

、
議

会
の

動
き

ほ
か

　
1

6
　

ち
ょ

っ
と

一
言

、
議

会
の

動
き

ほ
か
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次
の
ペ
ー
ジ

主
な
可
決
議
案
と
質
疑

議案審議議案審議

　
令
和
６
年
第
３
回
花
巻
市
議
会
定
例
会

は
９
月
６
日
開
会
、
10

月
１
日
ま
で
26

日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
９
月
９
日
、

11

日
、
12

日
に
は
一
般
質
問
に
14

人
が
登

壇
し
、
市
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

９
月
18

日
に
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、

花
巻
市
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
ど
提
出
さ
れ
た
12

議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
、
報
告
７
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
審
議
で
は
、
議
案
の
内
容
に

誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
令
和
６

年
度
花
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
な
ど
５
件
を
撤
回
し
、
修
正
の
う
え
改

め
て
提
出
さ
れ
た
同
補
正
予
算
な
ど
５
件

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10

月
１
日
に
は
、
花
南
産
業

団
地
Ｂ
工
区
造
成
工
事
の
請
負
契
約
の
変

更
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
や
人
権
擁

護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
関
し
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
４
議
案
と
報

告
１
件
が
追
加
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
24

日
か
ら
26

日
に
は
決
算

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
10

月
１
日
の
本

会
議
で
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
（
審
査

内
容
は
12

～
14

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）
。

　

主
な
可
決
議
案
や
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

　

⃝質問･･･ 来年４月に２カ所の開設ということだが、それぞれの学区と募集児童数、また現在の待機児童数を

伺う。

　答弁･･･ 新設地域は花巻小学区と桜台小学区の２カ所、それぞれ40名を予定している。花巻小学区の待機児

童数は申請したが入れずに待機している児童が４名、申請後に取り下げた児童は17名。面積要件で

取り扱われなかった児童が11名、そして長期休暇だけの利用者８名を加えたうえで40名という見

込みとした。桜台小学区については取り下げた方が21名、定員超過気味の桜台学童クラブから10名

の調整、そして長期休暇利用者９名合わせて40名の見込みである。

⃝質問･･･ 児童数が減少していることから待機児童数や取り下げ要因を鑑みて、需要より供給が過多のような

気がするが事業として成り立つのか。

　答弁･･･ 児童数は減少しているが学童クラブ利用者数は増加傾向にある。市内全体では全児童数に対して平

成27年19.3％だった利用者が、令和６年度は32.3％と毎年平均で1.4ポイントずつ増加している。今

回新たに80名入所を整備するにあたり供給過多とは捉えていない。

質　疑

【表紙写真について】
　タ イ ト ル 　 　「めざせ！ぼくたちわたしたちのきんめだる」（湯本学園湯本保育園　親子運動会）

　メッセージ　 　 運動会日和の青空のもと、お家の方々に見守られ少しの緊張感と期待感で始まる

オープニングは自分たちで役割を決め、かっこよく披露することができました。

　　　　　　　　０歳児から５歳児それぞれに笑顔いっぱいで頑張りました。

可決・・・ ６月定例会補正予算で新花巻図書館建設候補地に係るプロポーザル方式による意見集約運営

委託料 992 万２千円が追加補正されて賛成・反対討論のうえで可決されたが、結果的に契

約候補者は選定されず、花巻市と提携している慶應義塾大学 SFC 研究所にファシリテーター

の紹介を依頼した。

９月定例会９月定例会　　提出された36議案を可決提出された36議案を可決

　

⃝質問･･･ プロポーザル方式による業務委託が頓挫し、事業が組み換わったことから、この予算も補正で組み

換えするべきではないか。

　答弁･･･ 手法を変えて進めることになるが、当初目指したものに変更はないので組み換えは必要ないと考え

ている。

⃝質問･･･ プロポーザル方式で意見集約を行う業者を選定するということは、新花巻図書館整備基本計画試案

検討会議や議員説明会で説明し、６月定例会ではその点も含め賛成・反対の討論があり最終的に議

会が議決した。自分は、意見集約には反対しないが業者に丸投げする形で委託するのには反対であ

るという発言をした。議決内容から大きく変更になるのであれば議員説明会で説明すべきではない

か。

　答弁･･･ 専門家にファシリテーションしていただき、市民間で対話型の話し合いをしていただきたいという

目的に変更はない。議員説明会を開くべきだったという意見についてはしっかり受け止めたい。

質　疑

石鳥谷学校給食センター

・・・ 学校給食センター（花巻地区７センター）のエアコン設置および石鳥谷学校給食センター

改修基本設計をしようとするもの。

　

⃝質問･･･ 石鳥谷学校給食センターの改修の基本設計につい

て、施設全体の改修をする必要があるとのことだが

詳細について伺う。

　答弁･･･ 今年度当初の予定では空調の更新と照明のLED化

の基本設計の予算措置をしていた。しかし、石鳥谷

学校給食センターは建築から既に21年が経過して

おり施設の老朽化に伴い配管や給湯器等予定して

いた部分以外にも劣化が見られた。また、施設の天

井が高く空調の更新だけでは効果に懸念があり全

体的な長寿命化を検討する必要があると考え全体

改修の基本設計を行うこととなった。当初予定して

いたものも含め全体を検証したうえで整備してい

きたい。

審議の様子はこちら

・・・ 令和７年４月に開設が予定されている学童クラブ２施設に対し、開設準備経費を補助

するもの。

質　疑

令和６年度一般会計補正予算（第５号）令和６年度一般会計補正予算（第５号）

　◆学童クラブ施設整備事業費　2,460 万円

21 億 3,892 万円を追加し、歳入歳出それぞれ総額 587 億 1,545 万２千円とするものです。

※市議会が注目した主な補正予算は次のとおりです。

　◆給食センター改修事業　２億 3,284 万６千円

　◆その他の質疑
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議議案審議

　９月定例会では、 14 人の議員が登壇し、 下記の内容に

ついて一般質問を行いました。

令和６年第３回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）
久保田彰孝　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）

　①農業について　②新花巻図書館について

　③中小企業支援について

小原　保信　議員

（明　和　会）

　①教育振興について　

　②農業振興について

本舘　憲一　議員

（はなまき市民クラブ）
　①市の財政について　

伊藤　盛幸　議員

（緑　の　風）

　①公益通報について　②総合花巻病院について

　③新花巻図書館の整備について

若柳　良明　議員

（社民クラブ）

　①林業振興について　②地域づくり交付金について

　③職員の安全衛生について

照井　明子　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）

　①介護事業について　②高齢者等終身サポート事業について

　③有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）について

横田　　忍　議員

（明　和　会）
　①農業振興について

羽山るみ子　議員

（はなまき市民クラブ）

　①旧まちなかビジターセンターについて　②新花巻図書館について

　③東和温泉について

鹿討　康弘　議員

（緑　の　風）

　①地域公共交通並びに交通弱者について

　②花南産業団地について

阿部　一男　議員

（社民クラブ）

　①農業問題について

　②新興製作所跡地の建物解体物処理について

櫻井　　肇　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）

　①働く場の確保と所得の向上について

　②獣害対策について

似内　一弘　議員

（緑　の　風）

　①特定地域づくり事業協同組合制度について

　②空家等対策について

佐々木精市　議員

（会派に所属しない）

　①萬鉄五郎記念美術館及び博物館の活用について　②環境保全について

　③人口減少の進行に伴う地域運営について

菅原ゆかり　議員

（会派に所属しない）

　①帯状疱疹ワクチン接種について

　②指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）について

　③認知症の方に寄り添う取組について

久
く ぼ た

保田彰
しょうこう

孝　議員
　

県
に
よ
る
物
価
高
騰
対

策
賃
上
げ
支
援
金
の
内
容

を
伺
う
。

　
支
給
要
件
は
、
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
９
月
30

日
ま
で
の
期

間
、
県
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
正
規
雇
用
労
働
者
お

よ
び
週
所
定
労
働
時
間
が

20

時
間
以
上
で
あ
る
非
正

規
雇
用
労
働
者
に
対
し
、

賃
金
を
前
年
同
月
の
賃
金

と
比
較
し
て
１
時
間
当
た

り
50

円
以
上
引
き
上
げ
て

お
り
、
最
低
ひ
と
月
以
上

引
き
上
げ
後
の
賃
金
支
給

実
績
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

引
き
上
げ
後
の
賃
金
水
準

を
１
年
間
継
続
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
契
約
候
補
者
を
選
定

す
る
こ
と
と
し
て
進
め
て

い
た
が
、
な
ぜ
選
定
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
理
由
を
伺

う
。

　
事
業
者
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
が
、
業
務
目
的
と

の
適
合
性
、
作
業
計
画
、
業

務
体
制
、
創
造
性
や
独
自

性
が
合
格
基
準
に
達
し
な

か
っ
た
。

　

対
話
型
の
意
見
集
約
を

行
う
う
え
で
、
実
績
の
あ

る
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ

研
究
所
の
協
力
を
得
る
こ

と
と
し
、
本
市
と
同
研
究

所
の
連
携
協
力
に
基
づ
く

覚
書
に
よ
り
、
現
在
市
民

間
の
対
話
の
進
め
方
な
ど

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 
中
小
企
業
支
援
に
つ

い
て

■ 

新
花
巻
図
書
館
に
つ

い
て

花巻市子ども、妊産婦、重度心身障害者及びひとり親花巻市子ども、妊産婦、重度心身障害者及びひとり親

家庭医療費給付条例の一部を改正する条例家庭医療費給付条例の一部を改正する条例可決

　健康保険法の一部改正による健康保険証の廃止に伴い、受給者が医療を受けようとする場合に医

療機関等に健康保険資格の確認を受け、受給者証を提示するよう改めるもの。

　

⃝質問･･･ 12月２日に健康保険証廃止となるが、来年８

月以降の医療費の助成について前の保険証が

なくても対象者には医療給付するということ

か伺う。

　答弁･･･ マイナ保険証を持っていない方には資格確認

書を交付する。交付される資格確認書で確認で

きるので医療費給付も受けられる。

⃝質問･･･ マイナ保険証を活用している方は、取得者の

16％しかいないと聞く。資格確認書は全員に

出すべきと思うがどうか。

　答弁･･･ マイナ保険証を持っている方には資格確認の

お知らせを交付し、マイナ保険証が使えない場

合に医療機関に提示するというもの。

質　疑

花巻市スポーツ施設条例の一部を改正する条例花巻市スポーツ施設条例の一部を改正する条例可決

　花巻市スポーツ施設に、西南地区社会体育館を加えようとするもの。

　

⃝質問･･･ 統合後に旧笹間第二小学校体育館を一般開放し

たが利用状況、団体について伺う。

　答弁･･･ 令和５年12月から令和６年３月までの利用件数

は89件となっており、利用団体はスポーツ少年

団等と伺っている。

⃝質問･･･ 名称を西南地区社会体育館とした理由はなにか。

また、企業から体育館を使用したい旨の希望が

あった場合はどうするのか。

　答弁･･･ 笹間・太田両地区のコミュニティ会議から意見を

伺い、地域の住民だけでなく広く市民に使ってほ

しいとの思いと地域の方々になじみのある名称

としたもの。企業から使用希望の話があった場合

には、体育館は社会体育館として使用が決まって

いるが、校舎等については地域の皆様とコミュニ

ティ会議を通して話し合いをしていきたい。

質　疑

旧笹間第二小学校体育館

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

一般質問一般質問

小
お ば ら

原　保
やすのぶ

信　議員

　
地
域
の
方
々
の
検
討
に

よ
る
判
断
が
、
統
合
と
い

う
方
向
性
で
定
ま
っ
た
場

合
は
、
双
方
の
学
校
の
保

護
者
と
地
域
の
方
々
に
よ

る
統
合
後
の
学
校
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
中
で
小
中
一

貫
教
育
の
検
討
が
必
要
な

時
に
は
、
５
年
後
10

年
後

と
い
っ
た
中
期
的
な
児
童

生
徒
数
の
見
込
み
も
見
据

え
て
、
検
討
し
て
い
く
。

　

西
南
地
区
の
小
学
校
統

合
並
び
に
西
南
中
学
校
と

の
小
中
一
貫
校
お
よ
び
義

務
教
育
学
校
に
つ
い
て
伺

う
。

　

農
家
の
減
少
に
お
い
て

生
産
水
準
が
維
持
で
き
、

食
料
供
給
体
制
を
確
立
す

る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農
業

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

実
演
会
や
導
入
経
費
の
一

部
補
助
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
国
が
行
う
支

援
の
内
容
と
、
市
が
行
っ

て
き
た
支
援
内
容
と
の
整

合
性
を
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
新
た
な
支
援
の
創

設
に
取
り
組
む
な
ど
、
引

き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

教
育
振
興
に
つ
い
て

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
意
見
集
約
が
頓
挫
し

た
よ
う
だ
が
、
今
後
ど
う

進
め
る
の
か
伺
う
。

　
対
話
型
に
よ
る
意
見
集

約
を
行
う
専
門
的
な
知
識

と
実
績
を
有
す
る
慶
応
義

塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
の

協
力
を
得
て
、
助
言
や
監

修
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

の
紹
介
を
お
願
い
し
た
。

市
民
間
の
対
話
の
進
め
方

な
ど
も
検
討
を
進
め
て
い

る
。
市
職
員
も
そ
の
中
に

入
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え

て
い
る
。

　

本
年
９
月
を
め
ど
に
策

定
す
る
と
し
て
い
た
、
事

業
再
生
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
年
３
月
策
定
の
暫
定

事
業
再
生
計
画
で
は
、
９

月
を
め
ど
に
金
融
債
務
の

弁
済
計
画
お
よ
び
役
員
の

変
更
な
ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

改
善
を
含
む
改
定
事
業
再

生
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
同
法
人

の
外
部
専
門
家
チ
ー
ム
の

弁
護
士
や
公
認
会
計
士

が
、
調
査
分
析
を
行
う
な

ど
策
定
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
金
融
債
務
の
弁

済
計
画
は
金
融
団
の
同
意

が
必
須
で
あ
り
、
市
や
金

融
団
は
そ
の
都
度
意
見
を

述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
６
年
８
月
20

日
ま

で
の
実
態
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
が
２
事
業
所

休
止
、
通
所
介
護
事
業
所

が
３
事
業
所
廃
止
、
１
事

業
所
休
止
、
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
所
が
１
事
業

所
休
止
、
合
計
７
事
業
所

で
あ
る
。

　

廃
止
お
よ
び
休
止
の
理

由
は
、
法
人
内
の
組
織
再

編
、
施
設
お
よ
び
設
備
の

老
朽
化
、
利
用
者
の
減
少
、

介
護
職
員
の
人
材
不
足
等

と
伺
っ
て
い
る
。

　

介
護
事
業
所
の
廃
止
お

よ
び
休
止
の
実
態
に
つ
い

て
伺
う
。
併
せ
て
、
そ
の
背

景
に
つ
い
て
伺
う
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
発
が
ん

性
や
新
生
児
の
体
重
抑
制

等
健
康
へ
の
影
響
が
指
摘

が
さ
れ
全
国
の
河
川
や
水

道
水
等
か
ら
高
濃
度
の
検

出
が
あ
る
。
市
の
調
査
を

伺
う
。

　
岩
手
中
部
水
道
企
業
団

に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

水
質
調
査
結
果
は
不
検
出

と
報
告
済
み
で
あ
り
、
令

和
６
年
度
は
、
現
在
検
査

依
頼
中
で
あ
る
。

　

市
が
設
置
許
可
者
の
専

用
水
道
を
設
置
し
て
い
る

民
間
事
業
者
等
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
か
ら
の
回
答

を
取
り
ま
と
め
実
態
を
把

握
し
、
検
査
未
実
施
の
団

体
に
つ
い
て
は
水
質
検
査

の
実
施
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
く
。

　

時
間
外
勤
務
、
病
気
休

暇
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

花
巻
市
衛
生
委
員
会
で
ど

の
よ
う
な
話
し
合
い
や
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

　
市
役
所
全
体
で
は
花
巻

市
衛
生
委
員
会
、
各
総
合

支
所
衛
生
委
員
会
な
ど
、

６
つ
の
衛
生
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
各
衛
生

委
員
会
が
書
面
や
対
面
の

方
法
に
よ
り
、
毎
月
１
回

開
催
さ
れ
て
い
る
他
、
年

２
回
、
６
つ
の
衛
生
委
員

会
が
参
集
し
、
対
面
に
よ

り
合
同
衛
生
委
員
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

委
員
会
は
、
時
間
外
労

働
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
含
む
職
場
環
境
や
健

康
診
断
の
受
診
の
呼
び
か

け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
総
合
支
所
の
地
域
支

援
室
が
廃
止
さ
れ
指
導
が

弱
体
化
す
る
の
で
は
と
の

不
安
が
あ
る
。
ま
た
、
市
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と
の

協
議
の
場
に
つ
い
て
是
非

開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

支
援
室
と
い
う
部
署
は

な
い
が
支
援
監
は
い
る
た

め
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
と
の
協
議
の
場
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
少
な
く

な
っ
た
と
思
う
が
、
今
後

も
引
き
続
き
市
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
等
と
の
協
議

の
場
と
い
う
も
の
は
開
催

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■ 

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）
の
調
査
に
つ
い
て

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

新
花
巻
図
書
館
の
建
設
場

所
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

■ 

総
合
花
巻
病
院
の
事
業
再
生

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

■ 

職
員
の
安
全
衛
生
に

つ
い
て

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

つ
い
て

■ 

介
護
事
業
所
の
廃

止
、
休
止
に
つ
い
て

■ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

本
もとだて

舘　憲
けんいち

一　議員

　

人
口
が
減
少
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初

予
算
規
模
が
拡
大
し
て
い

る
理
由
を
伺
う
。

　
社
会
保
障
費
を
中
心
と

し
た
財
政
需
要
が
増
加
し

て
い
る
。

　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
や
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
な
ど
の
配
分
に

よ
っ
て
予
算
規
模
が
大
き

く
変
動
す
る
。

　

歳
入
で
一
番
大
き
な
要

因
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
額
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
子
育
て
支

援
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
な
ど
優
先
し
て
取
り

組
む
事
業
に
予
算
計
上
し

て
い
る
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
る

の
に
納
税
義
務
者
数
に
変

化
が
見
ら
れ
な
い
の
は
ど

う
し
て
か
伺
う
。

　
定
年
延
長
や
再
雇
用

で
、
65

歳
以
上
の
男
女
と

も
就
業
者
数
が
少
し
伸
び

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
64

歳
以
下
の
女

性
就
業
割
合
が
少
し
増
え

て
い
る
と
推
測
し
て
い

る
。
出
産
等
で
離
職
さ
れ

る
方
々
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
近
の

雇
用
環
境
が
変
化
し
て
き

て
い
る
の
が
要
因
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

長
期
的
に
見
る
と
納
税

義
務
者
数
も
減
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 

予
算
規
模
に
つ
い
て

■ 

納
税
義
務
者
数
に
つ
い
て

伊
い と う

藤　盛
せいこう

幸　議員

若
わかやなぎ

柳　良
よしあき

明　議員

照
て る い

井　明
め い こ

子　議員

一般質問一般質問

横
よ こ た

田　忍
しのぶ

　議員

　
世
界
の
食
料
需
給
が
不

安
定
な
状
況
の
中
、
国
民

に
食
料
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
は
大
変
重
要

な
こ
と
。
食
料
の
安
定
的

な
供
給
の
た
め
、
農
産
物

の
生
産
を
行
う
う
え
で
、

ま
ず
は
農
業
者
が
農
業
で

十
分
な
収
益
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
引
き
続
き
国

や
県
事
業
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
市
の
支
援
策
を

講
じ
な
が
ら
、
作
物
の
生

産
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
食
料
供
給
基
地
と
し

て
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、

農
畜
産
物
の
生
産
維
持
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

食
料
安
全
保
障
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
内
有
機
農
業
推
進
の

主
体
と
な
る
協
議
会
の
設

立
と
並
行
し
て
実
施
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

有
機
農
業
実
施
計
画
に
お

い
て
予
定
し
て
い
る
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い

農
業
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
を
推
進
す
る
取
り
組

み
が
進
み
、
有
機
栽
培
に

お
け
る
一
定
の
基
準
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
の
支

援
等
必
要
性
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ａ　 Ｑ　

Ｑ　Ａ　

■ 

農
業
振
興
に
つ
い
て
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次
の
ペ
ー
ジ

決
算
特
別
委
員
会

一般質問一般質問

　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
地

域
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容

が
異
な
り
分
か
り
に
く

い
。
特
に
交
通
弱
者
の
利

用
促
進
に
は
民
生
委
員
な

ど
福
祉
関
係
者
の
理
解
が

必
要
と
考
え
る
が
所
感
を

伺
う
。

　
各
地
域
で
多
く
の
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

周
知
が
十
分
で
な
い
と
す

れ
ば
残
念
だ
。
本
件
に
限

ら
ず
市
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
周
知
は
難
し
い
。
今
後

は
分
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
関

係
者
へ
の
説
明
会
な
ど
さ

ら
な
る
周
知
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
。 　

募
集
を
開
始
し
て
約
２

カ
月
の
現
時
点
で
６
件
の

事
前
相
談
を
受
け
て
い

る
。
誘
致
活
動
と
し
て
は

全
国
の
企
業
を
対
象
と
し

た
企
業
動
向
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
。
企
業
立
地
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

市
独
自
の
支
援
制
度
の
紹

介
。
東
京
開
催
「
企
業
立
地

フ
ェ
ア
２
０
２
４
」
に
参

加
、
興
味
を
示
し
た
企
業

を
市
の
職
員
が
直
接
訪
問

す
る
な
ど
現
在
ま
で
県
外

企
業
28

社
に
対
し
て
誘
致

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

一般質問一般質問

　
平
成
22

年
度
に
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
温
泉

の
浴
室
で
使
わ
れ
た
残
り

湯
の
熱
を
利
用
し
冷
暖
房

等
に
活
用
し
て
い
る
。
昨

年
度
は
施
設
内
全
て
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
な
ど

光
熱
費
低
減
の
た
め
順
次

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

光
熱
費
の
高
騰
が
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
導
入
等
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

　

上
町
の
旧
ま
ち
な
か
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
蔵
を

利
用
し
た
趣
の
あ
る
建
物

で
、
観
光
案
内
や
特
産
物

の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い

た
が
、
令
和
３
年
３
月
で

閉
館
と
な
っ
た
。
ま
ち
な

か
活
性
化
の
た
め
に
も
、

こ
の
施
設
の
利
活
用
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

　
こ
の
施
設
は
建
物
の
耐

震
補
強
が
必
要
で
あ
り
、

ガ
ス
や
水
道
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
ト
イ
レ
設
置
も
さ

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
が
、
花
巻
中
央
広
場
と

の
関
係
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
民
間
事
業
者
や
個
人

の
具
体
的
な
利
用
計
画
を

含
め
有
効
な
利
活
用
の
実

　

令
和
５
年
９
月
よ
り
先

行
し
て
造
成
工
事
を
行
っ

て
い
る
Ｂ
工
区
の
現
在
の

分
譲
予
定
状
況
と
県
外
企

業
に
対
す
る
誘
致
活
動
に

つ
い
て
伺
う
。

Ｑ　

Ｑ　Ａ　

Ａ　

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 
東
和
温
泉
に
つ
い
て

■ 

旧
ま
ち
な
か
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■ 

地
域
公
共
交
通
並
び
に

交
通
弱
者
に
つ
い
て

　

市
の
宣
言
は
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
か
。
そ
の

協
議
会
の
方
針
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　

宣
言
は
今
年
10

月
下
旬

か
ら
11

月
初
め
を
予
定
し

て
い
る
。

　

推
進
協
議
会
の
設
立
は

10

月
を
予
定
し
て
お
り
、

活
動
方
針
は
、
有
機
農
業

に
取
り
組
む
生
産
者
が
取

り
組
み
面
積
増
加
を
目

指
す
こ
と
。
有
機
農
産
物

の
地
元
で
の
販
売
や
消
費

の
増
加
も
図
る
こ
と
で
あ

る
。
協
議
会
の
構
成
は
、
生

産
面
か
ら
推
進
を
図
る
た

め
設
立
当
初
は
市
と
生
産

者
で
構
成
し
、
県
や
農
業

団
体
か
ら
指
導
助
言
を
い

た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

　

新
興
製
作
所
跡
地
の
建

物
解
体
物
処
理
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

　

県
は
廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

上
の
処
理
責
任
は
、
解
体

工
事
受
注
者
の
株
式
会
社

光
に
あ
る
と
し
た
。

　

本
年
１
月
に
県
は
受
注

者
に
対
し
て
文
書
で
処
理

指
導
を
開
始
し
た
。
現
在
、

県
が
調
査
し
て
い
る
。
市

は
県
に
提
出
さ
れ
た
計
画

に
よ
り
処
理
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
請
し
た
。
ま
た
市

は
毎
年
度
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
破
産
管
財
人
に
敷

地
内
草
刈
り
の
対
応
を
求

め
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
人
口
減
少

に
対
応
す
る
た
め
に
有
効

だ
が
、
導
入
に
は
課
題
が

多
い
と
考
え
て
い
る
。
特

に
、
労
働
者
の
年
間
を
通

じ
た
雇
用
や
財
源
の
確
保

が
難
し
く
、
現
時
点
で
は

県
内
で
も
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。
当
市
で
も
事

例
を
研
究
し
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

空
家
等
対
策
計
画
に
つ

い
て
、
数
値
目
標
を
導
入

す
る
な
ど
し
て
見
直
し
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
現
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
、
他
市
の
事
例

も
参
考
に
具
体
的
な
数
値

目
標
の
設
定
を
検
討
し
て

い
る
。
相
談
件
数
や
苦
情

件
数
を
目
標
に
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
進
め
る

た
め
に
花
巻
市
空
家
等
対

策
協
議
会
で
審
議
し
て
い

く
。

　

岩
手
県
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
の
働
く
場
の
確
保

と
所
得
の
向
上
に
も
た
ら

す
効
果
お
よ
び
市
独
自
の

拡
充
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
岩
手
県
か
ら
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年
８

月
15

日
時
点
で
花
巻
市
内

事
業
者
の
申
請
件
数
は

２
０
７
件
、
支
給
対
象
人

数
は
１
５
７
３
人
、
申
請

金
額
は
７
８
６
５
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
範
囲

に
お
い
て
は
賃
上
げ
に
よ

る
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
考
え
る
。
市
に

よ
る
市
独
自
の
拡
充
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
な

い
。

　

市
内
に
お
い
て
獣
害
が

最
も
大
き
く
発
生
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
大
瀬
川
地

区
か
ら
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
を
活
用
し
て
の

電
気
柵
設
置
の
要
望
へ
の

対
応
を
伺
う
。

　
大
瀬
川
地
区
か
ら
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
策
と
し
て

岩
手
県
管
理
の
葛
丸
川
河

川
管
理
道
路
沿
い
に
電
気

柵
設
置
の
相
談
を
受
け
て

い
る
。
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
河
川
管
理
用
道
路
沿

い
に
電
気
柵
を
設
置
し
た

場
合
は
、
活
動
範
囲
を
超

え
た
場
所
に
設
置
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
か
ら
運
用

と
異
な
る
実
施
に
な
る
。

個
別
案
件
と
し
て
、
現
在

岩
手
県
に
確
認
中
で
あ

る
。

■ 

空
家
等
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
つ
い
て

■ 

新
興
製
作
所
跡
地
の
建

物
解
体
処
理
に
つ
い
て

■ 

働
く
場
の
確
保
と

　

所
得
向
上
に
つ
い
て

■ 

獣
害
対
策
に
つ
い
て

■ 

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
（
※
）
に
つ
い
て

羽
は や ま

山るみ子
こ

　議員

鹿
ししうち

討　康
やすひろ

弘　議員

阿
あ べ

部　一
か ず お

男　議員

櫻
さくらい

井　肇
はじめ

　議員

似
にたない

内　一
かずひろ

弘　議員

　
原
則
的
に
は
当
事
者
間

で
問
題
を
解
決
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
は
な
る
が
、

空
き
家
敷
地
の
所
有
者
等

の
連
絡
先
が
不
明
な
場
合

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
市
が
そ
の
所
在

を
調
査
し
た
う
え
で
、
空

き
家
の
所
有
者
等
に
対
し

て
、
適
正
な
環
境
保
全
は

所
有
者
の
責
務
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　

私
有
地
か
ら
草
や
木
が

伸
び
て
周
辺
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
例
が

あ
る
。
市
へ
の
苦
情
・
要
望

へ
の
対
応
を
伺
う
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
、
各
種
団
体
の
運
営

の
状
況
と
そ
れ
ぞ
れ
の
抱

え
て
い
る
課
題
、
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
自
治
会
や
自
治
公
民
館

と
い
っ
た
住
民
主
体
の
団

体
が
行
政
と
連
携
し
て
活

動
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

団
体
の
多
く
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
に
参
画
し
、
協
力
し
な

が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
若
者

や
女
性
の
意
見
集
約
や
地

域
へ
の
参
画
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
が
課
題
で
、

市
で
は
話
し
合
い
の
場
な

ど
を
設
定
し
て
運
営
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

人
口
減
少
に
伴
う

　

地
域
運
営
に
つ
い
て

Ａ　 Ｑ　

Ｑ　Ａ　

■ 

環
境
保
全
に
つ
い
て

佐
さ さ き

々木精
せいいち

市　議員

■ 

花
南
産
業
団
地

　

に
つ
い
て

現
に
向
け
検
討
す
る
。

※特定地域づくり事業協同組合制度：  人口急減地域において、農林水産業、商工業等の特定地域づくり事業を行う事

業協同組合に対して財政的、制度的な支援を行うもの。
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次
の
ペ
ー
ジ

決
算
特
別
委
員
会

決算特別委員会決算特別委員会

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
は

四
つ
の
柱
が
あ
り
「
見
る
」

「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」

と
い
う
行
動
に
よ
り
、
相

手
を
大
切
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
相
手
に
分
か
る
よ

う
に
伝
え
る
技
術
。
市
と

し
て
は
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
に
つ
い
て
詳
細
に
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
他
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

の
活
用
を
含
め
て
普
及
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　

認
知
症
の
方
に
寄
り
添

う
取
り
組
み
と
し
て
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
※
）
の
普

及
に
つ
い
て
伺
う
。

　

指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）
の
指
定
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　
被
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
市
内
民
間
施

設
２
カ
所
、
公
共
施
設
７

カ
所
、
計
９
カ
所
を
指
定

し
て
い
る
。
全
国
で
「
熱
中

症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

は
一
度
も
発
表
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開
放

し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
や

事
業
所
の
募
集
継
続
と
、

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
指
定
施

設
を
拡
大
し
、
熱
中
症
に

よ
る
健
康
被
害
の
防
止
に

努
め
て
い
く
。

Ｑ　

Ｑ　Ａ　

Ａ　

■ 

認
知
症
の
方
に
寄
り
添

う
取
り
組
み
に
つ
い
て

■ 

指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
※
）
）
に
つ
い
て

菅
すがわら

原ゆかり　議員

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　

令
和
５
年
度
花
巻
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
７
件
の
会

計
決
算
に
つ
い
て
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
９
月
24
日
か
ら
26

日
ま
で
の
３
日
間
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
令
和
５
年
度
花

巻
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」
、「
令
和
５
年
度
花

巻
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
お

よ
び
「
令
和
５
年
度
花
巻
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
３
件

に
つ
い
て
は
反
対
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
、
他
の
４
件
は

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
審
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
10
月
１
日
の
本
会
議
で
委
員

長
報
告
が
行
わ
れ
、
反
対
お
よ
び

賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
、
委
員
会

の
決
定
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
質
疑
・
答
弁
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

QQ　 出前講座や訓練支援、 自主防災アドバイ　 出前講座や訓練支援、 自主防災アドバイ

ザーの派遣による活動実績を伺う。ザーの派遣による活動実績を伺う。

AA　 自主防災アドバイザーや市職員が講師と　 自主防災アドバイザーや市職員が講師と

なって実施する講座を令和５年度に 30 回実なって実施する講座を令和５年度に 30 回実

施している。 また、 自主防災組織の訓練支施している。 また、 自主防災組織の訓練支

援は 10 カ所程度実施している。援は 10 カ所程度実施している。

 自主防災組織支援事業 自主防災組織支援事業

184万円184万円

QQ　 全国テストにおいて、 当市の小学校　 全国テストにおいて、 当市の小学校

の成績が落ちている結果について、の成績が落ちている結果について、

地 区 単 位 の PTA に ど の よ う な 報地 区 単 位 の PTA に ど の よ う な 報

告、説明、指導がなされたのか伺う。告、説明、指導がなされたのか伺う。

AA　 学力向上支援員が学校の要望によ　 学力向上支援員が学校の要望によ

り、 令和５年度９回説明を行った。り、 令和５年度９回説明を行った。

保護者からの要望もあったことか保護者からの要望もあったことか

ら、 保護者に対する説明会を設定ら、 保護者に対する説明会を設定

するよう学校に促している。するよう学校に促している。

 学力向上推進事業 学力向上推進事業

3348万円3348万円

QQ　 障がい者へ国の法改正や各種行事な　 障がい者へ国の法改正や各種行事な

どの情報は行き届いているのか、 社会どの情報は行き届いているのか、 社会

参加のためにも情報発信を進めてはど参加のためにも情報発信を進めてはど

うか。うか。

AA　 現在実施しているホームページの音声　 現在実施しているホームページの音声

読み上げや社会福祉協議会の声の広読み上げや社会福祉協議会の声の広

報、 点訳の送付、 サービス利用者への報、 点訳の送付、 サービス利用者への

相談支援事業所の情報提供などのほ相談支援事業所の情報提供などのほ

か先進事例等を参考に検討したい。か先進事例等を参考に検討したい。

5339万８千円5339万８千円

QQ　 修繕費や改良撤去など、 令和５年　 修繕費や改良撤去など、 令和５年

度の消防水利に関する維持管理の度の消防水利に関する維持管理の

状況について伺う。状況について伺う。

AA　 消火栓 13 基、 防火水槽４基を修繕　 消火栓 13 基、 防火水槽４基を修繕

した。 消防水利の維持管理は市民のした。 消防水利の維持管理は市民の

安心安全を確保するうえで、 非常に安心安全を確保するうえで、 非常に

重要な業務であり定期的に点検調査重要な業務であり定期的に点検調査

を実施し、 緊急性の高いものから順を実施し、 緊急性の高いものから順

次修繕をしていく。次修繕をしていく。

消防水利維持管理整備事業消防水利維持管理整備事業

3310万９千円3310万９千円

3196万１千円3196万１千円

審議の様子はこちら

９月 24 日９月 25 日９月 26 日
 消防・救急救助充実 消防・救急救助充実
強化事業強化事業

QQ　 ドローンを１機購入したが、　 ドローンを１機購入したが、

　　具体的な実績は。　　具体的な実績は。

AA　 現時点では火災調査の目的で　 現時点では火災調査の目的で

１回出動実績がある。１回出動実績がある。

　　 また、 要救助者等の捜索、 安　　 また、 要救助者等の捜索、 安

否確認、 現場状況の把握など否確認、 現場状況の把握など

の情報収集に活用する。の情報収集に活用する。

※クーリングシェルター：  適当な冷房設備を有する等の要件を満たす誰もが利用できる施設。市町村長が指定する。

※ユマニチュード：「人間らしさを取り戻す」ことを意味するフランス語。認知症のケア技法のこと。

 職業人材確保対策事業 職業人材確保対策事業

282万７千円282万７千円

QQ　 市内企業検索サイト 「おしごと　 市内企業検索サイト 「おしごと

NAVI 花巻」 141 件の成果は。NAVI 花巻」 141 件の成果は。

AA　 市は、 企業訪問等で登録のお願いを　 市は、 企業訪問等で登録のお願いを

しているほか、 学校や関係機関に訪しているほか、 学校や関係機関に訪

問する際に PR している。 内容につい問する際に PR している。 内容につい

ては、 高い評価をいただいており、 若ては、 高い評価をいただいており、 若

い方々に事業所を知っていただくきっい方々に事業所を知っていただくきっ

かけになっている。かけになっている。

 障 障がい者地域生活拠点等整備事業がい者地域生活拠点等整備事業
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次
の
ペ
ー
ジ

常
任
委
員
会
等
の
活
動
報
告
ほ
か

決算特別委員会決算特別委員会 決算特別委員会決算特別委員会

QQ　 令和５年度の予算に計上されていた　 令和５年度の予算に計上されていた

新規事業のロケ誘致支援補助金が新規事業のロケ誘致支援補助金が

決算にないのは、 利用がなかったた決算にないのは、 利用がなかったた

めか。めか。

AA　 テレビ番組の取材など相談はあった　 テレビ番組の取材など相談はあった

が、 ロケ誘致の支援補助金の対象とが、 ロケ誘致の支援補助金の対象と

なる案件はなかった。なる案件はなかった。

 観光情報発信事業 観光情報発信事業

QQ　 空き家に対する固定資産税の課税を伺う。　 空き家に対する固定資産税の課税を伺う。

AA　 アパートなど貸し物件もあることから建物　 アパートなど貸し物件もあることから建物

が住宅の形状を成している状況であれば、が住宅の形状を成している状況であれば、

そのまま住宅用地の特例で対応している。そのまま住宅用地の特例で対応している。

　　 また、 相続人がいなくなっている物件のよ　　 また、 相続人がいなくなっている物件のよ

うに明らかな場合は、 状況確認のためのうに明らかな場合は、 状況確認のための

調査を行ったうえで管理している。調査を行ったうえで管理している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （歳入） （歳入）固定資産税固定資産税

46億4211万９千円46億4211万９千円 5216万４千円5216万４千円

QQ　 令和５年度は修繕対象橋梁の修繕率は 46％　 令和５年度は修繕対象橋梁の修繕率は 46％

であるが計画はあるか伺う。であるが計画はあるか伺う。

AA　 橋梁長寿命化計画では 988 橋あり、 道路法　 橋梁長寿命化計画では 988 橋あり、 道路法

に基づき法定点検をしている。 現在、 長寿命に基づき法定点検をしている。 現在、 長寿命

化のため橋を４段階で判定を行い、 利用でき化のため橋を４段階で判定を行い、 利用でき

ない段階である４は市内に存在しないことかない段階である４は市内に存在しないことか

ら、 日常的な使用には問題ないが劣化が進んら、 日常的な使用には問題ないが劣化が進ん

でいる３判定の修繕を中心に着手している。でいる３判定の修繕を中心に着手している。

 橋梁維持事業 橋梁維持事業

４億5459万７千円４億5459万７千円

QQ　 事業の内容を伺う。　 事業の内容を伺う。

AA　 ３事業あり、 介護のお仕事セミナーは、 中高　 ３事業あり、 介護のお仕事セミナーは、 中高

生を対象に介護事業所に勤務する若手職員生を対象に介護事業所に勤務する若手職員

が講師になり介護の魅力や仕事内容を知らが講師になり介護の魅力や仕事内容を知ら

せるもので、 終了後のアンケートで過半数のせるもので、 終了後のアンケートで過半数の

中高生が 「介護の仕事に興味を持った」 と中高生が 「介護の仕事に興味を持った」 と

回答した。回答した。

　　 このほか、 宿泊を伴う市内介護事業所等に　　 このほか、 宿泊を伴う市内介護事業所等に

新卒で就職される方へ市の奨学金の返還や新卒で就職される方へ市の奨学金の返還や

家賃の補助を実施している。 　　　　　　　　　家賃の補助を実施している。 　　　　　　　　　

  介護人材確保事業介護人材確保事業

40万円40万円

QQ　 商店街利便性向上事業における石鳥谷町の　 商店街利便性向上事業における石鳥谷町の

「小さな百貨店ぷらっと」 に対する補助で、 安「小さな百貨店ぷらっと」 に対する補助で、 安

全性、 快適性を促進するため、 どのように現全性、 快適性を促進するため、 どのように現

場の意見を取り上げているか伺う。場の意見を取り上げているか伺う。

AA　 入込客数、 売上等毎月報告をいただいてお　 入込客数、 売上等毎月報告をいただいてお

り、 その際に様々なご意見を伺い、 参考にり、 その際に様々なご意見を伺い、 参考に

している。している。

 市民ふれあい広場運営 市民ふれあい広場運営

923万５千円923万５千円

QQ　 市は空き家の適切な管理を要請する　 市は空き家の適切な管理を要請する

文書を 56 件発送したが近隣からの苦文書を 56 件発送したが近隣からの苦

情によるものであるのか伺う。情によるものであるのか伺う。

AA　 近隣住民から草木が繁茂している、　 近隣住民から草木が繁茂している、

状態が悪い、 ハチの巣ができている状態が悪い、 ハチの巣ができている

など通報をいただき、 市が現場を訪れなど通報をいただき、 市が現場を訪れ

所有者を確認して要請した。 それに対所有者を確認して要請した。 それに対

し 25 件の方に対応していただいた。し 25 件の方に対応していただいた。

 空家等対策事業 空家等対策事業

７億438万６千円７億438万６千円

QQ　 保健推進事業への協力者が 1557 人　 保健推進事業への協力者が 1557 人

と前年対比で 400 名ほど増えていると前年対比で 400 名ほど増えている

内容について伺う。内容について伺う。

AA　 保健推進員が健康講座等に参加する　 保健推進員が健康講座等に参加する

ことにより、 自身の健康意識を向上さことにより、 自身の健康意識を向上さ

せたほか、 各地域でウォーキングマッせたほか、 各地域でウォーキングマッ

プを作成した。プを作成した。

 健康づくり推進事業 健康づくり推進事業

330万３千円330万３千円

QQ　 作業道の敷設経費に対する補助が　 作業道の敷設経費に対する補助が

総延長 400 ｍということだがその内容総延長 400 ｍということだがその内容

は。は。

AA　 バイオマス発電の燃料材の運搬にか　 バイオマス発電の燃料材の運搬にか

かる作業道敷設経費に対する補助かる作業道敷設経費に対する補助

で、 令和元年度３件、 ２年度１件、 ３で、 令和元年度３件、 ２年度１件、 ３

年度１件、 ４年度４件、 ５年度４件の年度１件、 ４年度４件、 ５年度４件の

補助を行っている。補助を行っている。

木質資源活用支援事業木質資源活用支援事業

348万７千円348万７千円

QQ　 集落機能強化加算の新設による地域　 集落機能強化加算の新設による地域

の取り組みの評価は。の取り組みの評価は。

AA　 令和５年度は９集落が活用している。　 令和５年度は９集落が活用している。

複数年に渡り取り組まれており必要な複数年に渡り取り組まれており必要な

制度と感じている。 国が令和７年度再制度と感じている。 国が令和７年度再

編するネットワーク加算での対応が可編するネットワーク加算での対応が可

能かについては、 内容が開示されて能かについては、 内容が開示されて

いないので注視していく。いないので注視していく。

 中山間地域農業支援事業 中山間地域農業支援事業

５億396万２千円５億396万２千円
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 常任委員会等の活動報告  常任委員会等の活動報告 

総務常任委員会

　◆９月 19 日（木）

　　＊協議「 今後の活動方針について」

　◆ 10 月７日（月）

　　＊所管事務調査

　　　 「一般廃棄物最終処分場の現状について」

　　　「人口減少対策について」

産業建設常任委員会

　◆９月 20 日（金）

　　＊協議「今後の活動方針について」

　◆ 10 月 30 日（水）

　　＊協議「今後の活動方針について」

議会改革推進会議

　◆９月 27 日（金）

　　＊ 花巻市議会基本条例に基づく活動の検

証について

　

　

（議案112）自治体決算に対する賛否は個々の事業ではなく、市政運営全般、市長の政治姿勢について判断す

ることが議員の責務と考えることから、上田市長の市政のまちづくりの基本は国が示す選択と集中のまち

づくりであり、結果として地方の衰退をもたらすため、個々の事業には賛同するものもあるが、本決算の認

定には反対する。

（議案113）低所得者の加入者が多い国保事業は、所得に占める負担割合が重いため反対する。

（議案114）年齢を区分した医療制度は、高齢者の尊厳を著しく阻害するものであり、制度そのものを認め難

いため反対する。

【反対】久保田彰孝　委員　　議案第 112 号、113 号、114 号

　

　令和５年度は、「子どもの成長とともに創る、未来のはなまきを確かなものに」を予算編成方針とし、医療

費助成の所得制限の撤廃により全ての子どもを医療費助成の対象としたこと、医療的ケアが必要な子ども

への支援とした医療的ケア児コーディネーターの配置、花南産業団地の本格的な整備や、スマートインター

チェンジの開通、道の駅石鳥谷のリニューアルオープンなど実施した。

　人口減少や少子高齢化が進んでいく中において、健全で持続可能な財政運営を図るため、市税やイーハ

トーブ花巻応援寄附金などの自主財源の確保に努めるとともに、各種事業の実施に当たっては物価高騰対

策など重要かつ優先度の高い事業を積極的に進めていることから賛成する。

【賛成】伊藤忠宏　委員　　議案第 112 号

討論討論

賛否が分かれた議案の審議結果

議案 112 令和５年度花巻市一般会計歳入歳出決算の認定について

議案 113 令和５年度花巻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 114 令和５年度花巻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
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議案 112 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

議案 113 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

議案 114 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

QQ　 児童生徒がゲームやインターネットを利用する　 児童生徒がゲームやインターネットを利用する

時間が長くなることにより、 学習時間等が短時間が長くなることにより、 学習時間等が短

縮されている状況に、 どのような指導、 対策縮されている状況に、 どのような指導、 対策

が行われたか伺う。が行われたか伺う。

AA　 児童生徒には、 保護者と話し合い、 時間や　 児童生徒には、 保護者と話し合い、 時間や

ルールを決めて活用するよう指導している。ルールを決めて活用するよう指導している。

保護者に対しても同様の内容をお伝えし、 家保護者に対しても同様の内容をお伝えし、 家

庭でも指導していただくようお伝えしている。庭でも指導していただくようお伝えしている。

 学力向上推進事業 学力向上推進事業

3348万円3348万円

総 務 常 任 委 員 会総 務 常 任 委 員 会

　　◎高　橋　　　修 　　○本　舘　憲　一 及　川　恒　雄 照　井　明　子

　　　佐々木　精　市 　　　横　田　　　忍 阿　部　一　男 伊　藤　盛　幸

※ ◎が委員長、〇が副委員長

各種委員会の所属が替わりました

文教福祉常任委員会

　

QQ　 「市民に意見を述べる機会が確保されている」　 「市民に意見を述べる機会が確保されている」

と思う市民の割合が、令和４年度に比べて３％と思う市民の割合が、令和４年度に比べて３％

減少していることについて伺う。減少していることについて伺う。

AA　 コロナ禍前は毎年増えていたが、 コロナ禍以　 コロナ禍前は毎年増えていたが、 コロナ禍以

降大幅に下がり、 最低となった令和２年以降降大幅に下がり、 最低となった令和２年以降

増減しているが全体としては増えている。 一増減しているが全体としては増えている。 一

方、 市長へのはがきは数倍に増えている。方、 市長へのはがきは数倍に増えている。

今後も意見を聴く手法の拡大に努める。今後も意見を聴く手法の拡大に努める。

 市民参画・協働推進事業 市民参画・協働推進事業

23万８千円23万８千円

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

　　◎佐　藤　　　現 　　○佐　藤　峰　樹 照　井　省　三 鹿　討　康　弘

　　　伊　藤　忠　宏 　　　藤　根　　　清 羽　山　るみ子　 櫻　井　　　肇

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

　　◎佐　藤　峰　樹 　　○羽　山　るみ子 小森田　郁　也 及　川　恒　雄

　　　若　柳　良　明 　　　横　田　　　忍 櫻　井　　　肇 本　舘　憲　一

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

　　◎似　内　一　弘 　　○若　柳　良　明 久保田　彰　孝 小森田　郁　也

　　　小　原　保　信 　　　盛　岡　耕　市 内　舘　　　桂 菅　原　ゆかり

　◆９月 19 日（木）

　　＊ 第７号請願「 障がいのある人もない人

も共に学び　共に生きる

花巻市まちづくり条例」

の制定を求めることにつ

いて

　　　▽審査結果 ･･･ 採択

　　＊協議「 今後の活動方針について」
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花巻市の未来へ花巻市の未来へ

ちょっと一言ちょっと一言

花巻の未来について花巻の未来について ❛❛語り場❜❜を各地域に❛❛語り場❜❜を各地域に
　

私
は
、
所
属
す
る
法

人
が
市
か
ら
受
託
し
た

移
住
・
定
住
相
談
員
と

し
て
、
土
沢
商
店
街
の

元
雑
貨
屋
で
お
客
様
を

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
所
有
す

る
空
き
家
を
ど
う
に
か

し
た
い
方
や
、
田
舎
暮

ら
し
・
新
規
就
農
希
望

者
等
は
も
ち
ろ
ん
、
起

業
志
向
や
人
生
相
談
的

な
方
も
来
所
さ
れ
ま

す
。
共
通
す
る
の
は
、
こ

の
地
と
人
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
の
理
由
や
さ
ら

な
る
魅
力
増
進
策
を
語

り
た
い
！

　

そ
の
語
り
口
は
様
々

で

す

が
、
対

話

か

ら

各
々
の
人
生
模
様
に
励

ま
さ
れ
た
り
、
新
情
報

が
得
ら
れ
た
り
も
し
ま

す
。

　

こ
ん
な
身
近
な
「
語

り
場
」
が
各
地
域
に
あ

れ
ば
、
住
民
の
生
の
声

を
市
政
に
伝
え
ら
れ
る

な
あ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

議会中継をスマホ・議会中継をスマホ・

　　　ＰＣで視聴できます！！　　　ＰＣで視聴できます！！

　議会を傍聴に来られない方は、お持ちのスマー

トフォン・タブレットやパソコンからリアルタイ

ム視聴ができるほか、録画配信もしています。

　また、えふえむ花巻　　　　　　　　では後日、

録音した一般質問の音声を放送しています。

議会傍聴にぜひお越しを！！議会傍聴にぜひお越しを！！

【９月定例会】

  本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数　32人

【12月定例会】

  12月６日（金）開会

　詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただ

くか市議会のホームページをご覧ください。

　議会事務局　0198-41-3598（直通）

  熊
くまがい

谷　洸
こ う や

冶さん

（花巻南高校２年）

菅
か ん の

野　和
かず

さん

（東和町鷹巣堂）

 

【
広
報
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長

　
　
　

羽
山
る
み
子

　

副
委
員
長

　
　
　

小
原　

保
信

　

委
員

　
　
　

小
森
田
郁
也

　
　
　

鹿
討　

康
弘

　
　
　

及
川　

恒
雄

　
　
　

伊
藤　

忠
宏

　
　
　

佐
々
木
精
市

　
　
　

櫻
井　
　

肇

　
　
　

阿
部　

一
男

８月５日～７日　議会報告会

　　22日　広聴特別委員会

９月３日　議会運営委員会

９月６日～ 10月１日　令和６年第３回定例会

　　６日　議会運営委員会、広報特別委員会

　　19日　総務常任委員会、文教福祉常任委員会

　　20日　産業建設常任委員会

　　27日　広聴特別委員会、議会改革推進会議

　　　　　議員報酬調査検討小委員会

10月１日　議会運営委員会

　　７日　総務常任委員会

　　８日　広報特別委員会

　　16日　広報特別委員会

　　21日　広報特別委員会、各派代表者会

　　30日　広聴特別委員会、産業建設常任委員会

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た

花
巻
市
は
、
住
宅
と
自
然

が
多
く
あ
る
自
然
豊
か

な
街
だ
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
人
口
は
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
も
進
行

し
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題

の
原
因
と
し
て
は
、
家
族

や
友
人
と
遊
ぶ
場
所
が

少
な
い
こ
と
や
、
閉
ま
っ

た
ま
ま
の
店
舗
が
多
く

ス
ペ
ー
ス
が
有
効
活
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
二
つ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

今
は
使
わ
れ
て
い
な
い

建
物
や
ス
ペ
ー
ス
を
再

利
用
で
き
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
し
た
。
家
族
や
友

人
と
交
流
で
き
る
場
所

を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
若
者
の
流
出
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
家
族
で

楽
し
く
花
巻
市
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
に

ぎ
わ
う
花
巻
市
に
近
づ

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

議議 のの会会 動動 ８８ 月月 ～～ 1010 月月きき

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

議会 YouTube も議会 YouTube も

　　　　　  ご覧ください！！　　　　　  ご覧ください！！

　市議会に係る情報や活動、定例会のお知らせな

ど、市議会の活動内容を伝える動画を配信してい

きます。

　ぜひご視聴ください！！


